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【国際研究官室】 （単位：千円）

7年度

予算額

【一般会計】（農林水産技術会議予算）

○みどりの食料システム戦略実現技術開発・社会実証促進事業のうち

　環境負荷低減対策研究のうち

　温室効果ガス削減プロジェクトのうち

　東南アジアの小規模農家のための経済性を備えた温室効果ガス
　排出削減技術の開発

24,300 1

○国立研究開発法人国際農林水産業研究センター運営費交付金のうち

　みどりの食料システム基盤農業技術のアジアモンスーン地域応用促進事業
100,000 2

○国益に直結した国際連携の推進に要する経費
　　（戦略的国際共同研究推進事業） 164,453 3

【一般会計】（輸出・国際局予算）

○経済協力開発機構分担金(OECD)
　国際共同研究事業 17,642 4

○国際農業研究機関拠出金(CGIAR）
　グローバルサウスの食料安全保障と農業のゼロエミッション化の両立に貢献
  する技術開発

5

　　ASEAN諸国の食料安全保障と農業のゼロエミッション化の両立 43,002 6

　　窒素肥料の効率的利用による環境負荷軽減に向けた国際研究プログラム 38,611 7

　　アフリカの食料安全保障と栄養の改善に向けた国際研究プログラム 36,474 8

頁

令和７年度予算 一覧

事　　　　　項



①
東
南
ア
ジ
ア
の
小
規
模
農
家
の
た
め
の
経
済
性
を
備
え
た
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
技
術
の
開
発

【継
続
】

研
究
期
間
：
令
和
５
年
度
～
令
和
９
年
度

令
和
７
年
度
予
算
額
：

24
（

27
）
百
万
円


東
南
ア
ジ
ア
は
、世

界
的
な
コメ
生
産
地
域
。近

年
、畜

産
業
も
急
激
に
拡
大
。こ
の
た
め
、水

田
や
家
畜
ふ
ん
尿
か
ら
の
メ
タ
ン
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
（

G
H

G
）
の

排
出
削
減
が
、緊

急
か
つ
重
要
な
課
題
。


他
方
、東

南
ア
ジ
ア
の
零
細
小
規
模
農
家
へ
の

G
H

G
排
出
削
減
技
術
の
導
入
を
加
速
す
る
た
め
に
は
、①

低
メタ
ン
イネ
在
来
品
種
な
ど、
そ
の
地
域
で
入
手
可
能
な

資
源
（
地
域
資
源
）
を
効
果
的
に
活
用
す
る
、②

農
家
が
生
産
性
向
上
な
どの
直
接
的
な
メ
リッ
ト
を
得
られ
る
な
ど、
現
地
の
実
情
に
即
し
た
も
の
とす
る
こと
が
重
要
。


温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
し、
東
南
ア
ジ
ア
の
農
家
が
実
践
可
能
で
直
接
的
な
メリ
ット
が
得
られ
る
、イ
ネ
栽
培
管
理
技
術
及
び
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
技
術
を
開
発
。

・水
田
や
家
畜
ふ
ん
尿
が

G
H

G
排
出
の
原
因
とし

て
批
判
され
て
い
て
、困

る
よ
。

・G
H

G排
出
削
減
技
術
の
導
入
が
謳
わ
れ
て
い
る

が
、農
家
が
得
ら
れ
る
直
接
的
な
メ
リッ
ト
が
小

さ
い
の
で
、な
か
な
か
農
家
に
は
ピ
ン
とこ
な
い
。

・G
H

G
の
排
出
削
減
が
で
き
て
、か
つ
、農
家
に

も
メ
リッ
ト
が
あ
る
新
た
な
技
術
が
欲
しい
。

＜
イ
メ
ー
ジ
＞

＜
イ
メ
ー
ジ
＞

・間
断
か
ん
が
い
（

A
W

D
）
に
、低
メ
タ
ン
イ
ネ
在
来
品
種
や

堆
肥
な
どの
地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
る
こと
に
よ
り、

低
メ
タ
ン
排
出
と高

生
産
性
を
両
立
し、
農
家
が
実
践
可
能
な

イ
ネ
栽
培
管
理
技
術
を
開
発
。

（
目
標
：
水
田
か
らの

GH
G排

出
60
％
削
減
）

・家
畜
ふ
ん
尿
の
利
用
の
現
状
把
握
、低

GH
G排

出
家
畜
ふ
ん
尿

処
理
技
術
の
利
用
等
を
通
じて
、家
畜
ふ
ん
尿
を
付
加
価
値
の

高
い
地
域
資
源
（
施
肥
資
材
、バ
イ
オ
ガ
ス
等
）
とし
て
活
用
す

る
畜
産
業
か
ら
の

G
H

G
排
出
削
減
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。

（
目
標
：
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
過
程
で
の

GH
G排

出
20
％
削
減
）

・国
研
等
が
有
す
る
国
際
研
究
ネ
ット
ワ
ー
クを
通
じて
、我

が
国
が

G
H

G
排
出
削
減
に
資
す
る
技
術
開
発
を
主
導
。

・地
域
資
源
の
活
用
と経

済
的
利
益
の
向
上
の
相
乗
効
果

に
よ
り、
現
地
の
零
細
小
規
模
農
家
へ
の
技
術
導
入
が

促
進
。

目
標
達
成
に
向
け
た
現
状
と課

題
必
要
な
研
究
内
容

社
会
実
装
の
進
め
方
と期

待
さ
れ
る
効
果

（
「み
どり
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」K

PI
達
成
へ
の
貢
献
）

・東
南
ア
ジ
ア
の
水
田
面
積
の

15
%
、畜

産
業
者
の

5%
に

GH
G排

出
削
減
技
術
が
普
及
され
る
こと
で
、地
球

規
模
課
題
の
解
決
に
貢
献
。

・東
南
ア
ジ
ア
の
各
地
域
の
食
料
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る

零
細
小
規
模
農
家
の
営
農
に
つ
い
て
、

生
産
性
の
向
上
と持

続
性
の
維
持
。

技
術
普
及
員

イ
ネ
栽
培
管
理
技
術

間
断
か
ん
が
い
技
術
（

AW
D
）

低
メ
タ
ン
イ
ネ

副
資
材

水
質
汚
染

家 畜 飼 育 地 域

牛 ふ ん 利 用 地 域

輸
送

GH
G

環
境

負
荷

の
軽

減 家
畜
ふ
ん
尿
処
理
技
術

地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
た
技
術
導
入適 切 な ふ ん 尿 処 理 技 術

導
入

G
H

G
排
出
削
減

G
H

G

環
境
問
題
は
分
か
る
け
ど、
も
うか
らな
い
技
術
導
入
は
な
あ
・・
・。

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
国
際
研
究
官
室
（

03
-3

50
2-

74
66
）

環
境
負
荷
低
減
対
策
研
究

（
１
）
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
プ
ロ
ジ
ェク
ト
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
「み
どり
戦
略
」に
資
す
る
国
際
連
携
の
体
制
整
備
と情

報
発
信

40
（

40
）
百
万
円

①
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
基
盤
農
業
技
術
の
収
集
・分
析
と情

報
発
信

国
際
農
研
に
設
置
した
み
どり
の
食
料
シ
ス
テ
ム
国
際
情
報
セ
ン
ター
が
研
究
成
果
情
報
の
収

集
・分
析
を
行
い
、ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
で
共
有
で
き
る
基
盤
農
業
技
術
の
情
報
を
国
際

会
議
や
レ
ポ
ー
ト等

に
よ
り発
信
しま
す
。

②
「国
際
科
学
諮
問
委
員
会
」の
活
動
推
進

事
業
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
助
言
を
受
け
る
た
め
、著

名
な
研
究
者
や
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地

域
各
国
の
研
究
機
関
の
長
な
どを
委
員
とし
た
国
際
科
学
諮
問
委
員
会
を
開
催
しま
す
。

２
．
ネ
ット
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
共
同
研
究
に
よ
る
基
盤
農
業
技
術
の
応
用
促
進

【拡
充
】

60
（

60
）
百
万
円

国
立
研
究
開
発
法
人
が
有
す
る
国
際
共
同
研
究
の
た
め
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
を
活
用
し、
我
が

国
の
有
望
な
基
盤
農
業
技
術
に
つ
い
て
、ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
各
地
で
応
用
の
た
め
の
共

同
研
究
等
を
実
施
しま
す
。

み
どり
の
食
料
シ
ス
テ
ム
基
盤
農
業
技
術
の
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
応
用
促
進
事
業

【令
和
７
年
度
予
算
額

10
0（

10
0）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

気
候
変
動
緩
和
と持

続
的
農
業
の
実
現
に
資
す
る
技
術
の
実
装
を
促
進
す
る
た
め
、ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
で
共
有
で
き
る
基
盤
農
業
技
術
情
報
の
収
集
・分
析
・発
信
や
、国

立
研
究
開
発
法
人
が
有
す
る
国
際
的
ネ
ット
ワ
ー
クを
活
用
した
各
地
で
の
応
用
の
た
め
の
共
同
研
究
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞
基
盤
農
業
技
術
や
国
際
ル
ー
ル
メー
キ
ン
グ
に
資
す
る
情
報
を
国
際
会
議
や
レ
ポ
ー
ト等

の
方
法
に
よ
り発

信
（

1０
点
）
［
令
和
７
年
度
ま
で
］

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
国
際
研
究
官
室
（

03
-3

50
2-

74
66
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
（
国
研
）
国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
ター

交
付

（
定
額
）

「み
どり
戦
略
」に
資
す
る
国
際
連
携
の
体
制
整
備
と情

報
発
信

み
どり
国
際
情
報
セ
ン
タ
ー

国
際
科
学
諮
問
委
員
会

ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
等
へ
向

け
た
技
術
カタ
ログ

ネ
ット
ワ
ー
ク構

築
に
よ
る
国
際
連
携
の
強
化

国
際
農
業

研
究
機
関

海
外
の
大
学

国
内
研
究
機
関

大
学

民
間
企
業

国
際
機
関

各
国
の
農
業

研
究
機
関

G2
0首

席
農
業
研
究
者
会
議

情 報 発 信
気
候
変
動

CO
P

技
術
の
実
装
を
促
進

農
業
者

等

ネ
ット
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
共
同
研
究
に
よ
る
基
盤
農
業
技
術
の
応
用
促
進

水
田
か
らの
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

削
減
技
術
の
適
用
地
拡
大

（
タイ
、バ
ン
グ
ラデ
シ
ュ、
他
）

イネ
い
も
ち
病
判
別
シ
ス
テ
ム
を

活
用
した
農
薬
低
減
の
実
証

（
ベ
トナ
ム
、バ
ン
グ
ラデ
シ
ュ）

生
物
的
硝
化
抑
制
（

BN
I）

強
化
コム
ギ
の
実
証
栽
培

（
ネ
パ
ー
ル
）

相 手 国 研 究 機 関 等
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
国
際
会
議
等
フォ
ロ
ー
ア
ップ
の
た
め
の
国
際
共
同
研
究
事
業

○
G7
、G

20
、A

SE
AN
＋
３
、C

O
P会
合
等
の
議
論
を
踏
ま
え
、フ
ラ
ン
ス
、フ
ィリ
ピ

ン
、イ
ン
ド
との
間
で
、共
同
研
究
を
引
き
続
き
実
施
しま
す
。

２
．
二
国
間
国
際
共
同
研
究
事
業

○
国
家
間
の
合
意
等
を
踏
ま
え
、米
国
、E

U
加
盟
国
（
ド
イ
ツ
等
）
、A

SE
A

N
諸

国
等
との
間
で
、共
同
研
究
を
引
き
続
き
実
施
しま
す
。

【令
和

7年
度
予
算
額

16
4（

17
4）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

「み
どり
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」実
現
の
た
め
、海

外
の
農
業
研
究
機
関
が
有
す
る
優
れ
た
知
見
や
研
究
材
料
等
を
活
用
し、
世
界
の
先
端
技
術
や
情
報
を
積
極
的
に
導
入
す

る
こと
で
、我
が
国
の
農
林
水
産
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
国
際
共
同
研
究
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

社
会
実
装
に
つ
な
が
る
研
究
成
果
を
創
出
（
フラ
ン
ス
等
の

EU
加
盟
国
と６

件
以
上
［
令
和
８
年
度
ま
で
］
、フ
ィリ
ピ
ン
等
の

AS
EA

N
諸
国
等
と5
件
以
上
［
令
和

10
年
度

ま
で
］
、イ
ン
ドと
１
件
以
上
［
令
和

10
年
度
ま
で
］
、米

国
と３

件
以
上
［
令
和
８
年
度
ま
で
］
）

国
委
託

＜
事
業
の
流
れ
＞

民
間
団
体
等

国
益
に
直
結
し
た
国
際
連
携
の
推
進
に
要
す
る
経
費

（
戦
略
的
国
際
共
同
研
究
推
進
事
業
）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
国
際
研
究
官
室
（

03
-3

50
2-

74
66
）

申
請

国
際
共
同
研
究
事
業
の
イ
メ
ー
ジ

農
林
水
産
技
術

会
議
事
務
局

【日
本
】

【相
手
国
・機
関
】

相
手
国
・機
関
との
調
整

相
手
国
・機
関

事
務
局

研
究
所
・

企
業
・大
学

研
究
所
・

企
業
・大
学

共
同
研
究
チ
ー
ム
を
形
成
し

共
同
研
究
を
実
施

研
究
支
援

分
野
を
設
定

研
究
課
題
の

公
募
・審
査

※
研
究
機
関
間
の

M
O

U
等
に

よ
る
連
携
強
化

研
究

委
託
費

申
請

3



国
際
共
同
研
究
事
業

＜
対
策
の
ポ
イン
ト＞

持
続
可
能
な
農
業
・食
料
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
課
題
解
決
に
向
け
た
国
際
的
議
論
や
政
策
決
定
へ
、科
学
面
か
ら
情
報
提
供
・政
策
提
言
を
行
うた
め
、在
外
共
同
研
究
や
国

際
会
議
の
開
催
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
世
界
の
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
た
貢
献

○
気
候
変
動
問
題
等
地
球
的
規
模
の
課
題
へ
の
適
切
な
対
応

【令
和
７
年
度
予
算
額

18
（

17
）
百
万
円
】

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

持
続
可
能
な
農
業
・食
料
シ
ス
テ
ム
に
係
る
３
つ
の
テ
ー
マ
に
位
置
づ
け
られ
る
案
件
を

公
募
し、
採
択
され
た
案
件
の
実
施
を
支
援
しま
す
。

 
①

 自
然
資
本
の
管
理

②
 結
合
した
世
界
が
複
数
の
リス
クに
直
面
した
とき
の
強
靭
性
の
強
化

③
 転
換
技
術
とイ
ノベ
ー
シ
ョン

国
際
会
議
（
イ
ベ
ン
ト
）

在
外
共
同
研
究
（
フェ
ロ
ー
シ
ップ
）

事
業
内
容

持
続
可
能
な
農
業
・食
料
シ
ス
テ
ム
に
係
る
政
策
決
定
に
資
す
る
、科

学
的
知
見
の
強
化

及
び
そ
れ
に
立
脚
した
情
報
提
供
・政
策
提
言
を
行
うこ
とを
目
的
とし
て
、事

業
参
加
国
で
の

在
外
共
同
研
究
（
フェ
ロ
ー
シ
ップ
）
や
国
際
会
議
（
イ
ベ
ン
ト
）
開
催
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。 1.
食
料
・農
林
水
産
分
野
の
課
題
解
決
に
向
け
た
国
際
的
議
論
や
、O

EC
D
諸
国
に
お
け
る

政
策
決
定
等
に
資
す
る
ネ
ット
ワ
ー
クへ
の
参
画
や
貢
献
を
可
能
とし
、国

際
社
会
に
お
け
る

我
が
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
高
ま
りま
す
。

2.
国
外
の
得
が
た
い
先
進
的
知
見
の
取
得
や
、我

が
国
が
得
意
とす
る
研
究
分
野
で
の
国
際

的
な
イニ
シ
ア
チ
ブ
が
発
揮
出
来
る
とと
も
に
、新

た
な
共
同
研
究
や
研
究
ネ
ット
ワ
ー
クの

創
出
を
可
能
とし
ま
す
。

［
お
問
い
合
わ
せ
先

]（
１
）
輸
出
・国
際
局
国
際
戦
略
グ
ル
ー
プ

   
   

   
   

 （
03

-6
73

8-
61

55
）

（
２
）
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
国
際
研
究
官
室
（

03
-3

50
2-

74
66
）

※
令
和
６
年
度
の
分
担
率
。分

担
額
は
各
参
加
国
の

GN
P比
に
応
じ

一
定
の
範
囲
で
負
担
額
が
決
め
られ
て
い
ま
す
。

これ
らを
通
じて
、

○
事
業
参
加
国
に
お
け
る
在
外
共
同
研
究
費
用
を
支
援

 【
在
外
派
遣
（
最
大

6ヶ
月
間
）
に
要
す
る
旅
費
・滞
在
費
を
支
援
】

・原
則
とし
て
博
士
号
取
得
後
４
年
間
の
経
験
を
有
す
る
者
又
は
相
当
の
専
門
知
識

   
を
も
つ
者
（
年
齢
制
限
な
し）

・採
択
審
査
に
お
い
て
は
、科

学
的
見
地
か
ら見

た
質
、O

EC
D
の
役
割
や
政
策
との

   
関
連
性
、分

野
横
断
的
な
視
点
を
重
視

 ○
事
業
参
加
国
で
開
催
され
る
国
際
会
議
の
開
催
経
費
を
支
援

【事
業
参
加
国
か
らの
講
演
者
招
へ
い
費
用
と講

演
要
旨
集
の
発
行
費
用
を
支
援
】

政
策
立
案
者
や
担
当
者
、企

業
、学

会
に
対
して
科
学
的
な
提
言
の
で
き
る
会
議

を
対
象

国
経
済
協
力
開
発
機
構

（
O

EC
D
）

日
本

(分
担
率

12
.2

56
%
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

分
担
金

4



○
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
食
料
安
全
保
障
と農

業
の
ゼ
ロ
エ
ミッ
シ
ョン
化
の
両
立
に
貢
献
す
る
技
術
開
発

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
農
業
・食
料
シ
ス
テ
ム
が
直
面
す
る
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
、国

際
農
業
研
究
機
関
と我

が
国
の
研
究
機
関
、大

学
、企

業
が
一
体
とな
って
技
術
開
発
を

推
進
し、
本
地
域
の
食
料
安
全
保
障
と農

業
の
ゼ
ロ
エ
ミッ
シ
ョン
化
の
両
立
に
貢
献
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
食
料
安
全
保
障
と農

業
の
ゼ
ロエ
ミッ
シ
ョン
化
の
両
立
に
向
け
た
実
用
的
な
栽
培
体
系
を
４
件
以
上
、主

要
作
物
系
統
を

12
件
以
上
提
案
［
令
和

10
年
度
ま
で
］

＜
事
業
の
全
体
像
＞

【令
和
７
年
度
予
算
額

11
8(

11
5)
百
万
円
】

期
待
され
る
効
果

〇
グ
ロー
バ
ル
サ
ウ
ス
各
国
で
の
食
料
安
全
保
障
と

 農
業
の
ゼ
ロエ
ミッ
シ
ョン
化
の
両
立
に
貢
献

〇
TI

CA
D
や

CO
P等
の
国
際
会
議
の
場
を
活
用
した
、国

際
農
業
研
究
機
関
と我

が
国
の
研
究
機
関
、大

学
、企

業
が
一
体
とな
り進

め
る
情
報
発
信
の
活
性
化

〇
国
際
農
業
研
究
機
関
が
有
す
る
ネ
ット
ワ
ー
クを
活
用
した
技
術
情
報
の
共
有
や

社
会
実
装
に
向
け
た
取
組
を
通
じ、
グ
ロー
バ
ル
サ
ウ
ス
各
国
で
の
技
術
利
用
が
促
進

国
際
農
業
研
究
機
関
が
有
す
る
①
作
物
生
産
体
系
の
構
築
や
育
種
に
活
用
可
能

な
知
見
や
育
種
素
材
、②

グ
ロー
バ
ル
サ
ウ
ス
各
国
政
府
や
普
及
機
関
との
ネ
ット

ワ
ー
クや
現
地
の
研
究
拠
点
を
活
用
した
技
術
開
発
を
推
進

〇
日
本
企
業
の
進
出
の
活
性
化

窒
素
肥
料
の
価
格
高
騰
と環

境
負
荷
の
軽
減

課
題
〇
窒
素
肥
料
の
価
格
高
騰
と政

府
負
担
の
増
大

   
   

 〇
窒
素
肥
料
に
由
来
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

〇
農
地
か
ら流

出
す
る
窒
素
に
よ
る
水
質
汚
染

窒
素
の
利
用
効
率
を
大
幅
に
向
上
させ
る

革
新
的
技
術
の
開
発
と社

会
実
装

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
農
業
・食
料
シ
ス
テ
ム
が
直
面
す
る
課
題
と必

要
な
取
組

課
題

 〇
気
候
変
動
に
よ
る
不
良
環
境
地
の
拡
大

   
   

 〇
食
習
慣
か
らも
た
らさ
れ
る
栄
養
不
良

ア
フリ
カ
の
地
域
作
物
の
食
料
生
産
と栄

養
価
の
向
上

気
候
変
動
に
強
靭
な
作
物
品
種
の
開
発
や
、

地
域
の
食
文
化
や
作
物
を
活
用
した
栄
養
改
善
等
の
取
組

水
田
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

課
題

 〇
水
田
か
らの
大
量
の
メタ
ン
ガ
ス
の
排
出

   
   

 〇
小
規
模
農
家
に
よ
る
経
済
負
担
が
大
き
い

   
   

   
 新
規
技
術
の
導
入
が
困
難

生
産
性
が
高
く、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
が

少
な
い
栽
培
体
系
の
提
案

G
H

G

G
H

G

5



○
AS

EA
N
諸
国
の
食
料
安
全
保
障
と農

業
の
ゼ
ロ
エ
ミッ
シ
ョン
化
の
両
立

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

地
域
の
農
業
技
術
に
各
種
先
進
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た

G
H

G
ゼ
ロ
エ
ミッ
シ
ョン
に
向
け
た
作
物
栽
培
体
系
を
検
討
・実
証
す
る
とと
も
に
、そ
の
効
果
を
分
析
し
、展
開
戦
略
を

提
案
す
る
こと
で
、A

SE
A

N
諸
国
の
食
料
安
全
保
障
と農

業
の

G
H

G
ゼ
ロ
エ
ミッ
シ
ョン
化
の
両
立
に
貢
献
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
AS

EA
N
諸
国
の
食
料
安
全
保
障
と農

業
の

GH
Gゼ
ロエ
ミッ
シ
ョン
化
の
両
立
に
向
け
た
実
用
的
な
作
物
栽
培
体
系
を
２
件
以
上
提
案
［
令
和

10
年
度
ま
で
］

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
温
室
効
果
ガ
ス
（

G
H

G
）
排
出
を
抑
え
た
強
じ
ん
で
生
産
性
の
高
い
作
物
栽
培
体
系
の

提
案
・実
証

〇
地
域
の
特
性
に
適
した
農
業
技
術
に
各
種
先
進
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、G

H
G
ゼ
ロ
エ
ミッ

シ
ョン
に
向
け
た
作
物
栽
培
体
系
を
提
案
し、

A
SE

A
N
各
国
等
と連

携
し
て
そ
の
効
果
を
実

証
しま
す
。

２
．
ゼ
ロ
エ
ミッ
シ
ョン
に
向
け
た
作
物
栽
培
体
系
の
導
入
効
果
の
分
析
と展

開
戦
略
の
提
案

〇
栽
培
体
系
の
導
入
に
よ
る
環
境
負
荷
軽
減
や
経
済
性
に
対
す
る
影
響
を
分
析
・評
価
し、

A
SE

A
N
各
国
に
対
し
て

GH
Gゼ
ロエ
ミッ
シ
ョン
に
向
け
た
作
物
栽
培
体
系
を
導
入
す
る
た

め
の
展
開
戦
略
を
提
案
しま
す
。

３
．

A
SE

A
N
諸
国
の
食
料
安
全
保
障
と農

業
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッシ
ョン
化
の
両
立
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
の
情
報
発
信

〇
CG

IA
Rが
有
す
る

AS
EA

N
事
務
局
及
び
各
国
政
府
との
ネ
ット
ワ
ー
ク
等
や
国
際
会
議

の
機
会
を
活
用
し
、本

取
組
や
日
本
の
研
究
機
関
・民
間
企
業
との
連
携
等
に
つ
い
て
の
情

報
を
発
信
しま
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
CG

IA
R

拠
出
金

日
本
（

10
0%

）

【令
和
７
年
度
予
算
額

43
 (

40
)百
万
円
】

期
待
され
る
効
果

先
進
技
術
の
組
み
合
わ
せ
・評
価

〇
GH

Gゼ
ロエ
ミッ
シ
ョン
に
向
け
た
作
物
栽
培
体
系
の
普
及
に
よ
り

AS
EA

N
諸
国
の
食
料
安
全
保
障
と

農
業
の

GH
Gゼ
ロエ
ミッ
シ
ョン
化
の
両
立
に
貢
献

AS
EA

N
各
国
へ
の
展
開
戦
略
の
提
案

投
入
資
材

最
適
な
栽
培
体
系
の
絞
り込

み

・社
会
環
境

・自
然
環
境

・経
済
性

・環
境
負
荷
軽
減

・支
援
制
度

品
種

デ
ジ
タル
ツ
ー
ル

機
械

栽
培
技
術

他
の
産
業

ネ
ット
ワ
ー
キ
ン
グ

情
報
発
信

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
（
１
）
輸
出
・国
際
局
新
興
地
域
グ
ル
ー
プ

 （
03

-3
50

2-
59

13
）

（
２
）
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
国
際
研
究
官
室
（

03
-3

50
2-

74
66
）
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○
窒
素
肥
料
の
効
率
的
利
用
に
よ
る
環
境
負
荷
軽
減
に
向
け
た
国
際
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

我
が
国
が
世
界
の
研
究
を
リー
ドす
る

BN
I技
術
を
活
用
し
た
作
物
の
開
発
や
栽
培
体
系
の
確
立
を
推
進
し、
国
際
農
業
研
究
機
関
と我

が
国
の
研
究
機
関
が
一
体
とな
って
、

窒
素
肥
料
の
利
用
の
効
率
化
や
環
境
負
荷
の
軽
減
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
土
壌
特
性
の
異
な
る
地
域
向
け
の
新
た
な

BN
I強
化
コム
ギ
を
５
系
統
以
上
作
出
［
令
和

10
年
度
ま
で
］

○
GH

G排
出
を
３
割
削
減
す
る
放
牧
管
理
シ
ス
テ
ム
１
件
及
び
炭
素
クレ
ジ
ット
獲
得
の
た
め
の
プ
ロト
コル
１
件
の
開
発
［
令
和
９
年
度
ま
で
］

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
我
が
国
が
世
界
を
リー
ドす
る
生
物
学
的
硝
化
抑
制
（

BN
I）
の
研
究
分
野
に
お
い
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
各
国
に
適
応
し
た

BN
I強
化
作
物
の
開
発
や
、同
作
物
を
活
用

し
た
栽
培
体
系
の
確
立
を
通
じて
、同

地
域
の
窒
素
肥
料
施
肥
量
や
環
境
負
荷
の
軽
減

に
向
け
て
の
取
組
を
推
進
しま
す
。

２
．

TI
CA

D
９
（
日
本
）
や

CO
P3

0（
ブ
ラジ
ル
）
等
の
国
際
会
議
の
場
を
活
用
し、
国
際

農
業
研
究
機
関
と我

が
国
の
研
究
機
関
が
一
体
とな
った
取
組
を
情
報
発
信
しま
す
。

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
（
１
）
輸
出
・国
際
局
新
興
地
域
グ
ル
ー
プ

 （
03

-3
50

2-
59

13
）

（
２
）
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
国
際
研
究
官
室
（

03
-3

50
2-

74
66
）

【令
和
７
年
度
予
算
額

39
 (

37
)百
万
円
】

○
国
際
連
携
に
よ
り、
多
様
な

BN
I強
化
作
物
の
開
発
・活
用
を
促
進

○
窒
素
肥
料
の
利
用
効
率
化
と環

境
負
荷
の
軽
減

○
世
界
の
農
業
の
持
続
的
な
生
産
性
向
上
へ
の
貢
献BN

I牧
草
を
活
用
した

放
牧
管
理
シ
ス
テ
ム

新
た
な

BN
I強
化
コム
ギ

BO
RL

AU
G

BN
I-B

O
RL

AU
G

我
が
国
の
研
究
機
関
と一

体
に
な
った
取
組
の
情
報
発
信

期
待
され
る
効
果

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
CG

IA
R

拠
出
金

日
本
（

10
0%

）
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○
ア
フリ
カ
の
食
料
安
全
保
障
と栄

養
の
改
善
に
向
け
た
国
際
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

G
７
広
島
サ
ミッ
ト
で
の
世
界
の
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る
議
論
等
を
踏
ま
え
、次

回
以
降
の
ア
フリ
カ開

発
会
議
（

TI
CA

D
）
等
を
見
据
え
、気
候
変
動
へ
の
対
応
や
栄
養
供

給
の
向
上
に
資
す
る
作
物
品
種
の
開
発
や
栽
培
体
系
を
構
築
し
、ア
フリ
カ
の
食
料
安
全
保
障
と栄

養
の
改
善
に
向
け
て
の
取
組
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
耐
塩
性
、耐

干
性
に
優
れ
た
イネ
２
品
種
の
開
発
［
令
和
８
年
度
ま
で
］

○
在
来
品
種
よ
り栄

養
価
の
高
い
ヤ
ム
イモ
系
統
を
２
つ
以
上
、サ
サ
ゲ
系
統
を
３
つ
以
上
開
発
し、
作
物
ご
とに
高
収
量
とな
る
栽
培
体
系
を
構
築
［
令
和
７
年
度
ま
で
］

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
国
際
農
業
研
究
機
関
が
保
有
す
る
多
様
な
遺
伝
資
源
や
現
地
の
実
証
圃
場
を
活
用
し、

気
候
変
動
に
よ
って
拡
大
を
続
け
る
ア
フリ
カ
の
不
良
環
境
地
に
も
適
応
し
た
作
物
品
種
の

開
発
や
、ア
フリ
カ
の
食
文
化
と地

域
作
物
を
活
用
した
、よ
り栄
養
価
の
高
い
作
物
系
統

の
開
発
を
、各
国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と連

携
し
て
推
進
しま
す
。

２
．
各
国
政
府
との
ネ
ット
ワ
ー
クや

TI
CA

D
９
（
日
本
）
等
の
国
際
会
議
の
場
を
活
用
し、

国
際
農
業
研
究
機
関
と我

が
国
の
研
究
機
関
が
一
体
とな
った
取
組
を
情
報
発
信
しま
す
。

【令
和
７
年
度
予
算
額

36
(3

7)
百
万
円
】

期
待
され
る
効
果

〇
ア
フリ
カの
食
料
安
全
保
障
と栄

養
の
改
善

〇
次
回
以
降
の
ア
フリ
カ開

発
会
議
（

TI
CA

D
）
に
貢
献

○
耐
塩
性
・耐
干
性

イネ
品
種
の
開
発

〇
高
栄
養
ヤ
ム
イモ
・サ
サ
ゲ
系
統
の
開
発

我
が
国
の
研
究
機
関
と一

体
に
な
った
取
組
の
情
報
発
信

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
（
１
）
輸
出
・国
際
局
新
興
地
域
グ
ル
ー
プ

 （
03

-3
50

2-
59

13
）

（
２
）
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
国
際
研
究
官
室
（

03
-3

50
2-

74
66
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
CG

IA
R

拠
出
金

日
本
（

10
0%

）
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